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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて粃

　
　
中
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題
、
そ
の
対
策
　
柔
道

　

中
学
校
保
健
体
育
科
に
お
け
る
武
道
必
修
化
は
３
年
目
を
迎
え
た
。
当

初
は
事
故
の
危
険
性
が
問
題
視
さ
れ
た
柔
道
も
、
全
国
１
万
を
超
え
る
中

学
校
の
約
６
割
で
実
施
さ
れ
、
幸
い
に
し
て
重
篤
な
事
故
は
発
生
し
て
い

な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
⑴
教
員
の
授
業
力
向
上
、
⑵
外
部
人
材
の
効
果
的
活
用
、

⑶
施
設
・
設
備
の
充
実
等
、
授
業
の
充
実
に
向
け
た
課
題
が
山
積
し
て
い 

る
。

　

本
稿
で
は
、
現
状
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
で
柔
道
を
学
ぶ
全

て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
授
業
を
通
し
て
強
い
体
と
人
を
思
い
や
る
優
し
い

心
を
育
む
た
め
に
、
私
た
ち
柔
道
関
係
者
が
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
き
た
い
。
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■

中
学
校
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授
業
の
充
実
に
向
け
て
粃

⑴　

実
施
率

　

日
本
武
道
館
が
全
国
都
道
府
県
教
育

委
員
会
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
柔

道
授
業
の
実
施
率
は
平
成
23
年
度
64
・

１
％
、平
成
24
年
度（
必
修
化
初
年
度
）

61
・
７
％
、
平
成
25
年
度
60
・
９
％
で

あ
り
、
約
６
割
の
中
学
校
が
柔
道
を
採

用
し
て
い
る
（
資
料
１
参
照
）。

　

武
道
必
修
化
以
前
（
平
成
23
年
度
ま

で
）
の
授
業
で
は
、
男
子
が
武
道
、
女

子
が
ダ
ン
ス
を
選
択
す
る
中
学
校
が
多

く
、
柔
道
の
実
施
率
は
約
６
割
強
で
あ

１ ２ ３ ４ ５ ６現
状

ま
と
め

課
題
と
展
望

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

授
業
の
充
実
に

向
け
た
取
組

外
部
指
導
員
活
用
の

課
題
と
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

近
年
の
財
政
難
に
よ
り
予
算
措
置
が
難

し
い
こ
と
に
よ
る
。

⑵　

実
施
時
間
数

　

保
健
体
育
の
授
業
は
学
習
指
導
要
領

に
よ
っ
て
年
間
105
時
間
（
週
当
た
り
３

時
間
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は

陸
上
、
水
泳
、
球
技
、
武
道
な
ど
の
単

元
（
内
容
の
ま
と
ま
り
）
に
分
か
れ
、

単
純
計
算
す
る
と
各
単
元
に
約
13
時
間

が
配
当
さ
れ
る
。
し
か
し
、
武
道
は
９

～
10
時
間
程
度
（
平
均
９
・
４
時
間
）

し
か
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

体
育
大
会
な
ど
の
た
め
に
陸
上
競
技
の

授
業
が
多
く
な
っ
た
り
、
教
員
自
身
が

武
道
を
専
門
と
し
な
い
た
め
敬
遠
し
が

ち
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
起
因
す
る

と
思
わ
れ
る
（
資
料
２
参
照
）。

⑶　

実
施
場
所

　

武
道
場
の
設
置
状
況
は
、
全
国
的
に

見
れ
ば
約
５
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
地

区
に
よ
っ
て
差
異
が
大
き
い
。
全
中
学

校
に
武
道
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
区

も
あ
れ
ば
、
３
割
程
度
し
か
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
区
ま
で
様
々
で
あ
る
。
平

成
24
年
度
の
必
修
化
の
時
期
に
は
、
国

の
補
助
金
を
活
用
し
て
設
置
率
も
上
が

っ
た
が
、
現
在
は
停
滞
状
況
に
あ
る
。

い
ま
だ
に
体
育
館
に
畳
を
敷
い
て
授
業

っ
た
が
、
必
修
化
に
よ
っ
て
大
き
な
変

動
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
原
因
は
、
種
目
決
定
の
要
素
に

以
下
の
２
点
が
大
き
く
影
響
す
る
こ
と

に
よ
る
。

①
保
健
体
育
科
教
員
の
武
道
の
専
門
性

が
低
い

②
施
設
・
設
備
・
備
品
の
予
算
措
置
が

難
し
い

　

武
道
を
専
門
と
す
る
教
員
が
少
な

く
、
複
数
種
目
の
武
道
を
指
導
す
る
こ

と
は
難
し
い
場
合
が
多
い
。
こ
の
た

め
、
必
修
化
後
も
種
目
を
変
更
せ
ず
に

同
一
種
目
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
種
目
を
変
更
す
る
場
合
は
新
た

に
備
品
な
ど
（
柔
道
＝
畳
、
剣
道
＝
竹

刀
、防
具
）の
購
入
が
必
要
と
な
る
が
、

資料１　実施種目（種目は複数回答を含む）

平成 23 年度（前回調査） 平成 24 年度（今回） 平成 25 年度（参考）
校数 ％ 校数 ％ 校数 ％

全中学校数 10,356 100.00％ 10,878 100.0％ 10,768
柔　道 6,639 64.11% 6,716 61.7% 6,138 60.9%
剣　道 3,151 30.43% 3,574 32.9% 3,243 34.3%
弓　道 24   0.23% 19   0.2% 15   0.2%
相　撲 416   4.02% 368   3.4% 299   3.2%
空手道 120   1.16% 176   1.6% 174   1.8%
合気道 15   0.14% 23   0.2% 22   0.2%

少林寺拳法 5   0.05% 9   0.1% 10   0.1%
なぎなた 38   0.37% 55   0.5% 57   0.6%
銃剣道 0 0.00% 0   0.0% 0   0.0%

資料２　年間実施時間

平成 23 年度（前回調査） 平成 24 年度（今回） 平成 25 年度（参考）
中 1 男子 9.5 時間 9.6 時間
中 1 女子 9.4 時間 9.5 時間
中 2 男子 9.5 時間 9.5 時間
中 2 女子 9.3 時間 9.3 時間

最高 16.9 時間 16.0 時間
最低 4.9 時間 4.8 時間
平均 9.99 時間 9.4 時間 9.5 時間

八王子市立第六中学校で行われている柔道授業
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を
行
っ
て
い
る
学
校
も
少
な
く
な
い
。

⑷　

安
全
確
保

　

数
年
前
、
柔
道
事
故
の
危
険
性
に
つ

い
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ

れ
ま
で
に
授
業
中
の
重
篤
な
事
故
（
頭

部
・
頸
部
外
傷
）
の
報
告
は
な
い
。
過

去
の
重
篤
な
事
故
は
、
一
部
の
特
殊
事

例
（
突
然
の
心
停
止
な
ど
）
を
除
き
、

部
活
動
中
の
受
傷
で
あ
る
。
部
活
動
は

競
技
性
が
高
く
、
勝
敗
を
意
識
す
る
あ

ま
り
未
熟
な
技
能
で
試
合
を
行
っ
た

り
、
正
し
い
受
身
が
取
れ
な
か
っ
た
り

し
て
事
故
に
結
び
つ
く
事
例
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
保
護
者
か
ら
柔
道
授
業
に

対
す
る
安
全
性
へ
の
不
安
の
声
を
、
今

も
時
折
、
耳
に
す
る
。
授
業
に
お
け
る

柔
道
は
、「
基
本
動
作
か
ら
、
基
本
と

な
る
技
」
を
習
得
し
た
攻
防
と
と
も

に
、「
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行

動
の
仕
方
」、
即
ち
、
嘉
納
師
範
の
説

か
れ
た
“
精
力
善
用
”“
自
他
共
栄
”

の
精
神
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
挙
げ
て

い
る
（
学
習
指
導
要
領
）。
こ
の
方
向

で
指
導
を
進
め
、“
礼
の
心
”
を
育
て

る
こ
と
も
、
事
故
の
な
い
安
全
な
授
業

作
り
に
直
結
し
、
保
護
者
の
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

〈
教
員
の
授
業
力
向
上
〉

⑴　

全
国
中
学
校
（
教
科
）
柔
道
指
導

者
研
修
会
（
日
本
武
道
館
・
全
日
本

柔
道
連
盟
共
催
）

　

平
成
22
年
６
月
よ
り
、
日
本
武
道
館

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
年
１
回
、
教

員
対
象
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。

47
都
道
府
県
か
ら
２
名
ず
つ
受
講
生
を

集
め
、
２
泊
３
日
で
指
導
法
の
工
夫
・

改
善
、
安
全
管
理
、
課
題
検
討
、
評
価

な
ど
の
講
習
を
行
っ
て
い
る
。
修
了
者

は
自
県
に
戻
っ
て
伝
達
講
習
を
行
い
、

全
国
的
規
模
で
柔
道
を
専
門
と
し
な
い

教
員
の
授
業
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

翌
年
の
第
２
回
研
修
会
か
ら
は
、
柔

道
を
専
門
と
し
な
い
教
員
や
女
性
指
導

者
の
参
加
も
奨
励
し
、
平
成
26
年
６
月

に
は
第
５
回
研
修
会
を
行
っ
た
。
受
講

生
は
総
計
400
名
を
超
え
、
成
果
は
全
国

に
広
が
っ
て
い
る
。

⑵　

中
学
校
武
道
授
業
（
指
導
法
）
研

究
事
業
（
日
本
武
道
館
・
全
日
本
柔

道
連
盟
共
催
）

　

平
成
21
年
11
月
よ
り
、
日
本
武
道
館

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
年
１
回
、
柔

道
授
業
の
指
導
法
研
究
会
を
実
施
し
て

い
る
（
平
成
22
年
未
実
施
）。
柔
道
の

特
性
を
踏
ま
え
た
指
導
計
画
、
指
導
方

法
・
内
容
、
評
価
等
に
関
す
る
２
泊
３

日
の
研
究
会
で
あ
る
。

　

本
研
究
会
は
、
研
究
成
果
を
前
述
⑴

全
国
指
導
者
研
修
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
講
習
内
容
・
方
法
）
に
生
か
す
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年
度

は
、
11
月
に
全
国
か
ら
29
名
の
研
究
者

を
集
め
、
基
本
動
作
、
立
技
、
固
技
な

ど
の
８
テ
ー
マ
に
つ
い
て
模
擬
授
業
を

行
い
な
が
ら
、
効
果
的
な
指
導
法
の
開

発
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね
た
。 

⑶　

地
区
教
育
委
員
会
主
催
研
修
会

　

都
道
府
県
単
位
の
研
修
会
も
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。
同
時
に
独
自
の
指
導

資
料
を
作
成
し
て
い
る
県
も
あ
り
、
地

域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
区
市
町
村
単
位
で
の

研
修
会
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
公

立
中
学
校
は
通
常
は
区
市
町
村
立
の
た

め
、
全
体
を
掌
握
し
や
す
く
、
地
域
の

特
性
や
現
場
教
員
の
必
要
性
に
応
じ
た

研
修
が
可
能
で
あ
る
。
必
修
化
前
の
平

成
22
年
頃
よ
り
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て

お
り
、
授
業
の
質
的
向
上
に
貢
献
し
て
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授
業
の
充
実
に

向
け
た
取
組

外
部
指
導
員
活
用
の

課
題
と
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

第１回全国中学校（教科）柔道指導者研修会
（平成22年6月24〜26日　於　日本武道館研修センター）

中学校武道授業（柔道）指導法研究事業
（平成21年11月6〜8日　於　日本武道館研修センター）
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授
業
の
充
実
に

向
け
た
取
組

外
部
指
導
員
活
用
の

課
題
と
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

い
る
。

⑷　

武
道
必
修
化
Ｗ
Ｇ
（
全
日
本
柔
道

連
盟
）

　

指
導
者
養
成
特
別
委
員
会
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
と
し
て
、
上

記
研
修
会
の
企
画
立
案
、
運
営
、
改
善

な
ど
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
。

〈
外
部
人
材（
授
業
協
力
者
）の
活
用
〉

⑴　

授
業
協
力
者
の
養
成

　

柔
道
の
専
門
性
が
低
い
教
員
の
授
業

に
、
地
域
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
は
有

用
で
あ
る
。
一
方
、
柔
道
の
専
門
性
を

有
す
る
地
域
人
材
で
あ
っ
て
も
、
学
校

教
育
や
授
業
と
し
て
の
柔
道
に
関
す
る

理
解
が
不
十
分
で
は
効
果
的
な
指
導
は

期
待
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
平
成
24
年

度
に
全
日
本
柔
道
連
盟
が
文
部
科
学
省

の
委
託
で
授
業
協
力
者
養
成
事
業
を
行

っ
た
。

　

講
師
養
成
中
央
講
習
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
指
導
資
料
を
作
成
し
、
地
域

人
材
が
学
校
理
解
や
授
業
と
し
て
の
柔

道
の
指
導
力
を
高
め
ら
れ
る
体
制
を
整

え
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
各
都
道
府
県
で

は
授
業
協
力
者
養
成
が
活
発
化
し
、
授

業
へ
の
導
入
が
進
展
し
た
。
以
後
毎

年
、
養
成
講
習
を
実
施
し
て
い
る
県
も

多
い
。

⑵　

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
整
備

「
教
え
に
来
て
欲
し
い
」
と
考
え
る
学

校
と
「
教
え
た
い
」
と
願
う
人
材
を
効

率
よ
く
結
び
つ
け
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
全
日
本
柔
道
連
盟
が
デ
ー
タ
バ
ン

ク
を
整
備
し
て
い
る
。
各
県
で
養
成
講

習
を
修
了
し
た
人
材
を
一
括
し
て
登
録

し
、
派
遣
要
請
に
応
え
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。

⑴　

指
導
法
の
改
善
（
安
全
で
充
実
し

た
授
業
作
り
）

　

必
修
化
以
来
、
男
女
を
問
わ
ず
積
極

的
に
参
加
し
て
授
業
力
の
向
上
を
図
る

教
員
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
無
段

者
の
場
合
、
以
下
の
２
点
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

①
全
体
の
指
導
計
画
の
組
み
立
て
方

（
ど
の
順
序
で
何
を
教
え
る
の
か
）

②
効
果
的
な
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
（
ど
の

よ
う
に
教
え
る
の
か
）

　

し
か
し
、
研
修
会
の
中
で
具
体
的
な

事
例
説
明
や
模
擬
授
業
を
通
し
た
解
説

を
受
け
る
こ
と
で
飛
躍
的
に
授
業
力
を

向
上
さ
せ
て
い
る
。
今
後
、
柔
道
を
専

門
と
し
な
い
教
員
の
さ
ら
な
る
授
業
力

向
上
が
望
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
柔
道
の
授
業
に
多
く
の
時
間

数
を
配
当
で
き
な
い
現
状
に
鑑
み
、
少

な
い
時
間
数
で
も
成
果
が
上
が
る
効
果

的
な
指
導
計
画
を
開
発
す
る
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

⑵　

効
果
的
な
授
業
協
力
者
の
活
用

　

授
業
協
力
者
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
の
主
導
で
成
果
が
上
が
っ
て
い
る

地
区
も
あ
る
が
、
全
般
的
に
見
れ
ば
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
学
校
側
の
「
食
わ
ず
嫌
い
」
的
傾

向
も
一
部
に
見
ら
れ
る
。

　

授
業
協
力
者
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

確
実
に
授
業
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
効
率
的
運
用
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
。

⑶　

施
設
・
設
備
の
充
実

　

い
ま
だ
に
体
育
館
や
余
裕
教
室
に
畳

を
敷
い
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校
が

多
く
存
在
す
る
。
事
故
防
止
の
観
点
か

ら
も
、
武
道
場
の
整
備
が
急
務
で
あ

る
。
予
算
措
置
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
投
込
マ
ッ
ト
な
ど
、
可
能
な
範
囲

で
安
全
に
楽
し
く
柔
道
が
で
き
る
環
境

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
、柔
道
団
体
・
関
係
者
、行
政
、

学
校
そ
れ
ぞ
れ
が
、
武
道
授
業
充
実
を

目
指
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、

相
互
の
連
携
に
は
ま
だ
十
分
な
伸
び
し

ろ
が
あ
る
。
こ
の
現
状
の
改
善
に
は
、

情
報
発
信
を
密
に
し
て
、
互
い
に
特
性

を
理
解
し
、
新
し
い
協
力
体
制
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
の
99
％
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
武
道
授
業
に
関
わ
る
者
全
て

が
、
相
手
は
何
を
求
め
て
い
る
か
、
自

分
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
、
互
い

に
歩
み
寄
る
中
で
、
生
徒
一
人
一
人
が

武
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
で
き
る
授

業
を
目
指
し
、
諸
課
題
の
解
決
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

１ ２ ３ ４ ５ ６現
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課
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と
展
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授
業
の
充
実
に

向
け
た
取
組

外
部
指
導
員
活
用
の

課
題
と
対
策

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て


